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平成 2266 年７月（第 55 回）理事会概要 	 

 	 

 	 海藤裕子（茂原２）、細谷昌敬（松戸９）、岩松 	 剛（八千代２）にウッドバッジが授与された。 	 

ウッドバッジ研修所カブスカウト課程千葉第 8811 期所長報告が清水美恵子所長((ＬＴ))よりあった。 	 

 	 

Ⅰ．�審議事項（承認事項） 	 

１．�スカウト章認証 	 

菊 	 章：入江 	 舜（船橋 1100）、足立 	 拓弥（千葉 11）、石渡 	 真也（千葉 66）、佐久間 	 一誠（千葉 1188） 	  	 

２．�北総地区副コミッショナーに中村ちひろ（野田 11）が推薦され承認された。任期：HH2266..77..55～
HH2277..66..3300 	 

３．�スカウト育成委員会の理事長委嘱委員に、鎌倉 	 恵子（野田 11）、宇治 	 隆雄((千葉 99))、長谷川 	 泰

之（鎌ヶ谷 22）、澤田 	 一成（松戸 44）、尾崎 	 陽二（松戸 55）、相田 	 剛（印西白井 22）の 66人の推薦

があり承認された。 	 

４．�ボーイスカウト救急法講習会指導員として、千葉地区 33 人、南総地区 44 人、八習地区 22 人、印

旛地区 44人の合計 1133 人の推薦があり承認された。 	 

５．�「医療従事者の会」会員登録について東葛地区 22人、南総地区 22人の追加推薦があり承認された。 	 

６．�指導者養成委員会委嘱委員に桒島 	 晋作（君津 22）の推薦があり承認された。 	 
７．�第 1133 回千葉県ローバームート企画案が承認され、実行委員会を立ち上げる。平成 2266 年 1100 月 1111

日～1133 日、旭市海上キャンプ場にて、テーマ「災害ボランティアとスカウティングを考える」((仮
題)) 	 

Ⅱ．�報告事項 	 

１．�平成 2266 年 77 月現在登録状況 	 

・2266//77現在 	  	 66,,992299人 	  	 111144 πｹ団 	  	 552255隊 	  	  	  	 前年同月比 	 ‒330011人 	  	 前年度末比 	 --881177
人 	 

２．�委員会報告 	 

11）企画会議におけるスカウト章認証 	  	 

菊章：茂木 	 なつみ（君津２）、松本 	 海志（佐倉４）、前川 	 千晶（柏４） 	  	 隼章：長島 	 勇

樹（柏１） 	 

22）安全委員会 	  	 安全促進フォーラム開催報告：66月 2222 日、参加者 8811 人 	 

・事故事例を基に賠償責任の有無及び過失割合、安全確保等について討議・発表。 	 

・指導者の事故率 2277％との事。意識改革の必要性あり。安全促進拡大フォーラムの展�開を検討

する。 	 

33）指導者養成委員会 	 

・副委員長に野口 	 美智子（千葉地区）、児玉 	 正博（南総地区）を選出した事が紹介された。 	 

44）運動拡大委員会 	 

①スカウトちば発行が遅れているが、第 11号は近日中に印刷に出す。配布については検討中。 	 

②ホームページの改訂についても急ぎ調整する。 	 

③千葉県連盟組織拡充顕彰についての顕彰条件を今年度中に整備し、来年度から実施する。 	 

55）地域委員会 	 

①平成 2266 年度千葉県ライトブルー少年賞推薦について、88月 2200 日頃までに候補者掘り起し依頼

予定。 	 

66）33CCVV 実行委員会 	 

①77月 44日現在、6666 人の申込み。参加費と県連盟補助金含めた収入約 220000 万円で、運営する。 	 

②チーフリングのデザイン応募が、千葉地区のスカウトからあり、115500 個作り、参加者・関係者

に配布する。 	 

③33ＣＶ緊急連絡体制について統括安全責任者を 33ＣＶ実行委員長とし、理事長、県連盟コミッ

ショナー、事務局長を含めた「緊急対策本部」で事故時の現地への派遣検討をする。マスコミ

対応も同様。 	 

77）2233WWSSJJ 実行委員会 	 

①参加者人数について 	 

・スカウト 	 223399 人、隊指導者 	 2244 人、ＩＳＴ 	 4488 人で申込みした。目標�は 88 個隊、スカウト数

228888 人の予定で今後の募集をして行く。最終的には 99個隊で参加する考えである。 	 
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・現在中１の申込者が多いが、二次募集に向けてベンチャースカウトを増やすよう努力する。 	 

・メンバーが確定してきたら日本連盟に「2233ＷＳＪ派遣依頼書」の発行をお願いする。 	 

②参加者への県連盟面接について 	 

・参加スカウト面接は面接基準を渡し地区コミッショナーにお願いし、66 月 2288 日、2299 日に行

った。 	 

・指導者、ＩＳＴの面接は県連盟コミッショナーグループにお願いし、77 月 1122 日、1133 日に行

う。 	 

・サブキャンプスタッフはＩＳＴでの申込者からサブキャンプチーフに人選して頂く。 	 

③ホームスティについて 	 

・千葉県連盟には 1100 個隊 440000 人の受入の依頼がある。英国隊の数個隊は具体化しているが、

その他は未確定。なお、この受入れについては国際委員会と協働して対応する。 	 

④５月 3311 日現在 2233ＷＳＪ協賛金申し込み状況個人 9900..8833％（55,,445500,,000000 円）、法人 1188..3333％

（338855,,000000 円） 	 

88）千葉県ローバース会議 	 

①第２回千葉県ローバース会議総会((55 月 3311 日 	 於千葉県青少年女性会館))報告 	 

・運営委員 	 1155 人、一般参加者 	 99 人（合計 2244 人）、委任状提出者 	 2277 人。 	 

・「千葉県ローバース会議」から「千葉県ローバース」 	 英語名：CChhiibbaa 	 RRoovveerrss 	 CCrreeww 	 略称Ｃ

ＲＣ 	 に名称変更する事、また、ローバース会議構成員について、ローバース会議憲章の第３

条「資格」に「1188 歳から 2255 歳の指導者で本会議の目的に賛同し入会した者で構成する。」を

追加する事を併せて理事会に上程する。 	 

３．�コミッショナーグループ報告 	 

11）平成 2266 年度第１回県連盟内コミッショナー会議報告 	 

・66月 1155 日 	 千葉市中央コミュニテーセンター 	 ・出席者：地区コミッショナー 	 1111 人、団担

当コミッショナー 	 88 人、地区副コミッショナー 	 2233 人、県連盟正副コミッショナー 	 55 人 	 

・新しい進歩制度の話の後、全国県連盟コミッショナー会議報告、日本連盟事業方針、県連盟

コミッショナー方針など説明。特に、カブ、ボーイへの上進時期変更への対応について話した。 	 

・カブ、ボーイへの上進時期変更については、説明会を２回開催する事を各地区へ案内してい

る。 	 

22）資材管理委員会担当コミッショナーを山下県連盟副コミッショナから太田尻県連盟副コミッシ

ョナーに。 	 

４．�その他 	  	 

（11）県外旅行申請書の提出について 	 

・関東ブロック内は県連盟事務局同士で、メールまたはＦＡＸで可という申し合わせになって

いるが、関東ブロック以外の県連盟へは紙での郵送がルール。地区から県連盟へは、紙で提出

いただきたい。 	 

（22）事務局関連事項ほか 	 

11）教育規程平成 2266 年度版が出たので、購入願いたい。 	 

22）新ユニフォームのモニタリングについて 	 

・現在、青年代表理事にモニターになって頂いているが、数十着送られて来ており、団単位

でお願いするか、隊単位でお願いするか検討し、早急にモニタリングを開始する。 	 

33）環境バッジ、信仰奨励章の購入について 	 

・県連盟を経由せずに購入することになったが、県連盟事務局に在庫があるので、ひとまず

事務局に問合せ頂きたい。 	 

以上 	 

 	 

Ⅲ．�追加審議事項 	 

 	 ＊理事会終了後に、技能章考査員の追加申請があったために、理事会メンバーにて書面審議を行

い、 	 

 	  	 ７月１０日を以て次の４人が技能章考査員として承認された。 	 

 	  	 ・水泳章 	  	 雪松 	 直((香取１))、 	 香取 	 真悟((香取２)) 	  	  	 ・カヌー章 	  	 香取 	 真悟((香

取２)) 	 

 	  	 ・救急章 	  	 荒木 	 安弘((匝瑳１)) 	 
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以上 	 
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